
学 校 園 紹 介

 　児童増加により昭和26年に開校した第三小学校ですが、
一時は800人を超えた児童数も昭和33年をピークに年々
減少し、平成4年には1学年1学級にまで児童が減少しまし
た。その後も児童数はほとんど増えることがなく、1学年
1学級のままで現在に至っています。
　そんな中で、三小が大切に
している活動が「たてわり班
活動」です。この原型はすで
に20年以上も前にあったと聞
いていますが、現在のクラス
替えのない状態では、異学年
集団で活動することは、学校
生活に変化をもたらす意味でも大変貴重な活動と言えま
す。たてわり班は全校児童を5つの班に分け、6年生がリー

ダーとなって、下級生をリードし
ます。活動は1学期ごとに1回、「三
小オリンピック ～○○ボウリング
大会」などといった工夫を凝らし
た班対抗の競技会をします。また、
運動会でのたてわり競技や5年生
がリーダーとなっての遠足もあり

ます。秋には学校園で植えたサツマイモをふかして、収穫
祭として食べます。
　そして、3学期には、伝統
の「パン食い競走」があります。
競技のあとは、各班がそれぞ
れに集まってみんなでパンを
食べ、たてわり活動の締めく
くりをします。これらの活動を通して目にする6年生の姿
に、下級生はあこがれを持ち、さらに、5年生は、次は自
分たちの番だという意識を強く持ちます。来年度から特認
校としてスタートする三小ですが、また、新たなたてわり
の活動が加わるかも知れません。
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あいさつで元気に始める朝
～長南中学校～

たてわり班活動
～第三小学校～
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長南中学校の「あいさつ運動」
●ボランティアの方の協力
　長南中学校では毎週火曜日の朝、校門
に立ってくれている2人のボランティア
の人がいます。主任児童委員の池田昌弘
さんと、人権を守る市民の会 長南校区「Ｏ
（オー）の会」の辻野修司さんです。辻野さんは、なんと
10年以上も前の本校PTAの役員の時から校門に立ってく
れています。あいさつの声かけをしながら何人もの卒業生
を送り出し、現在もなお、在校生をあいさつで迎え入れて
います。池田さんは、3年前から校門に立ってくれていて、
地域の子どもである生徒をあいさつで元気づけ、見守って
います。朝の田畑の作業を終えてから参加される日もあり
ますが、疲れも見せず元気に声をかけてくれています。
●生徒会の活動として
　生徒会の生徒が水曜日と金曜日の
週2回立って、あいさつ運動をして
います。その際に振っている小旗に
は、「長南校区」と太陽のイラスト「あ
いさつ運動」と描かれています。校
門に立っている教職員は、生徒会役員から渡された小旗を
生徒と一緒に振りながら、登校する生徒とあいさつを交わ
しています。また、生徒会役員は、小旗とともに立て看板
も持って校門まで来ます。立て看板には、「おはようござ
います　今日も一日がんばりましょう！　長南中学校生徒
会　あいさつ運動」と書かれています。これは運動を盛り
上げるアイテムとして宣伝になっています。
　このように、ボランティアの方の協力や生徒会の活動に
よって教職員を含めたあいさつ運動が毎日行われていま
す。登校する生徒も地域の方や同じ生徒からの声かけに反
応してあいさつの声が出ています。あいさつを交わすとお
互いに元気が出るように思います。元気にスタートする朝
を長南中学校は迎えることができています。
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